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小学校への日照阻害の予測値を見る限り、小学校のほぼ真

南に高層建築を建設することは受け入れがたく、 建物の低

層化を強く願います。 

 また、冬至時期をはじめ、年間を通じて小学校の校庭およ

び校舎への日照障害がどの程度なら健康被害を抑えられる

か、有識者及び地域住民を含む検討委員会等を設けて説明し

てください。 

 校庭が冬至時期に9時から15時の6時間中3~6時間日陰にな

る状況を許可することは、小学校に保障されるべき環境を軽

視しているとしか考えられません。 

 北海道の子どもの体力は全国平均を大きく下回る状況が

続いています。その一因として寒冷積雪により活動量が減る

ことで、成長期にもかかわらず冬季に体力が向上しないばか

りか、一部には低下も見られるという見解があります。暗く、

寒いグランドに子どもたちが駆け出していくでしょうか。 

 日光の当たらない校庭は雪解けも遅くなります。校庭全面

を使って屋外で活動できる期間が１か月遅れれば、6年間を

通じてその影響は更に大きくなります。 

 屋外での活動が制限されることで、子どもの身体的、精神

的健康が損なわれることは、福島の報告からも明らかです。 

 次に、北欧諸国において日照時間とうつ病等の精神障がい

との関連が言われています。  

札幌市は冬季の日照時間が他の都府県に比べ少ないため、下

校後に屋外で遊べる時間も短くなります。児童は平日の日中

のほとんどを学校で過ごしています。それだけに、学校で過

ごす1日の約半分もの時間、校舎が日陰になる日があること

は、児童の健康上憂慮すべき事態です。 

 日照阻害が成長期の子供の健康へ及ぼす影響についても、

検討されたのでしょうか。 

 建設予定地は商業地域にあり、建設費用の対価として高層

建築にしたい意向はわかりますが、商業地の基準を適用して

一度建ててしまえば、数十年あるいは百年にわたって小学

校、ひいては児童への影響を免れません。 

 札幌市の景観としての魅力にしても、高層建築を期待する

人は少ないでしょう。大通公園をただの幹線道路にせず公園

化した先見性によって、自然と共存する都市という札幌市の

イメージが定着し、現在まで市民の生活を豊かにするととも

に観光産業を推進してきたことからも明らかです。バブル期

のような経済優先の価値観は、将来に多大な負の遺産を残す

ことになりかねません。 

札幌市、市民、そして共存する企業は、市内の児童が健全

な学校生活を送れる環境を守るべき使命があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日照阻害について、当地区を含む札

幌駅北口周辺は商業地域となってお

り、日影の規制はありませんが、学校

に隣接するという状況に配慮し、設計

に当っては高層棟を二つに分割し、建

物をスリム化することで、その影響を

できる限り抑える計画としています。

また、建物が建設されても、健康維持

に必要となる十分な日射は確保される

と想定しており、大きな影響はないも

のと考えています。 

日陰による校庭の融雪遅延の問題に

ついては、小学校と連携して対応した

いと考えています。 
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小学校の南側に建物が建設される事による小学校への日

照の問題について、特に丁寧に影響評価をしていただけるよ

うお願いします。 

日照は、子供の活動、健康、精神状態に大きな影響を与え

ることが考えられます。冬期でも十分な日照が確保できるこ

と、春になったら雪が解けてグラウンドができるだけ早く使

えるようになるよう、配慮していただきたいと思います。 

日照阻害について、当地区を含む札

幌駅北口周辺は商業地域となってお

り、日影の規制はありませんが、学校

に隣接するという状況に配慮し、設計

に当っては高層棟を二つに分割し、建

物をスリム化することで、その影響を

できる限り抑える計画としています。

また、建物が建設されても、健康維持

に必要となる十分な日射は確保される

と想定しており、大きな影響はないも

のと考えています。 

日陰による校庭の融雪遅延の問題に

ついては、小学校と連携して対応した

いと考えています。 

札幌駅に近い当該地区を再開発によって有効に活用する

ことは、札幌市民にとって意味あることですが、その建物の

高さが非常に高く、小学校に隣接する地域であることから、

グラウンドへの日照不足による悪影響を危惧します。 

ビルの高さを低くする検討を希望します。 

日照阻害について、当地区を含む札

幌駅北口周辺は商業地域となってお

り、日影の規制はありませんが、学校

に隣接するという状況に配慮し、設計

に当っては高層棟を二つに分割し、建

物をスリム化することで、その影響を

できる限り抑える計画としています。 

小学校に与える日影の影響について

は、例え建物の高さを半分にした場合

でも、日影の状況は変わらない結果と

なっています。 

北九条小の南側に建設予定の高層建築物の建設に反対しま

す。 

理由として、学校の目の前に商業施設があることで、不特定

多数の人が出入りをすることとなり、児童の安全が確保でき

なくなるためです。建設中止が出来ない場合は、児童の安全

確保のため、警備員を常時配備するなどの措置を検討して下

さい。 

 北九条小の南側に建設予定の高層建築物の低層化を希望し

ます。 

理由として、グランドに日が当らなくなり、児童の体育授業

に多大な影響を及ぼします。 

校舎にも日が当らなくなり、児童の日照権を侵害するので

はと懸念しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全面については、建物内に防災セ

ンターを設けて周辺の見回りを実施す

るほか、適所に防犯カメラを設置する

など地区内の安全性の向上に努めたい

と考えています。 
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物をスリム化することで、その影響を

できる限り抑える計画としています。 

小学校に与える日影の影響について

は、例え建物の高さを半分にした場合

でも、日影の状況は変わらない結果と

なっています。 
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敷地北側に隣接する北九条小学校に対する、風、日照の影

響について、再検証し、影響を低減させるよう計画変更をお

願いいたします。 

 私は、本計画の実行により以下の、小学生に通うの子供た

ちの精神面、健康面、学業面への影響が懸念されると考えて

おります。 

 ・日常的に日の当たらないなかで成長期を過ごすことによ

る精神面への影響 

・直射日光がないことにより、グラウンド状態の雪解けや雨

天からの復帰が長期化、 

 屋外での運動機会喪失による、体力や運動能力への影響 

・強風によってグラウンドの砂が舞い上がることによる、目

や呼吸器への影響 

・直射日光がないこと、強風のため生活科学習(自転と公転、

動植物の育成など)の実施困難による、学業面への影響 

  計画では高層マンションの建設が予定されていますが、 

北九条小学校は、住民のお子様が通学される学校となりま

す。住居選択のマイナス要因とはなりませんか？ 

また、医療モールの開設が予定されていますが、子どもた

ちの健康を害してまで建設するものでしょうか？ 

 これからの社会を担う子どもたちに健康的な生活を提供す

るのが、地域の大人の役目と考えます。 
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日陰による校庭の融雪遅延の問題に

ついては、小学校と連携して対応した

いと考えています。 

風害については、準備書の予測結果

に示すとおり、小学校周辺については、

現状とほとんど変わらない風環境が維

持されるものと考えています。 

冬至においては、９時から１５時の間に校舎が２時間以上

３時間未満、校庭が３時間以上４時間未満、校庭の半分が４

時間以上５時間未満日蔭になることは、北九条小学校に通う

子どもたちにとって、あまりに学校環境を損ねているのでは

ないでしょうか。 

 子どもたちは小学校にいなければならないのに、ただでさ

え日が短い冬の間、そんなにも太陽光を遮断していいとは考

えられません。子どもには、良好な環境で健康にすごす権利

があるのではないでしょうか。 

 小学校を設立している札幌市として、地区の再開発を推進

するあまり、子どもたちを犠牲にしていいわけがありませ

ん。このまま、札幌市が都市計画を決定することは認められ

ません。行政は、子どもたちに負担をかけない計画に改善し

ていくべきだと考えます。 

 土地は地権者の物でしょうが、街は、市民のものです。

「札幌市子どもの最善の利益を実現するための権利条例」に

照らしてみても、小学校が日影にならないようにする義務

が、札幌市にはあるのではないでしょうか。 
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北８西１における再開発事業の準備書を見て、大きな違和感を持

った。この開発が行われると、北側に隣接する北九条小学校の日照

が著しく損なわれ、このことは看過しがたい。北８西１地区の現状

は多くの家屋が使用されずに存在しており、何らかの対応が必要で

あるのは明らかである。しかしながら、小学校における教育に犠牲

を払ってまで、本開発を行うことには正統性は全くないものと考え

る。札幌市が教育に対して著しく配慮を欠いた案に基づいて開発を

進めようとしていることに驚きを感じる。札幌市が行おうとしてい

ることは、教育を犠牲にした開発である。  

 日照不足による身体に対する影響の一例として、太陽光に含まれ

る紫外線の効果によって生成するビタミンDが不足する危険性が挙

げられる。国立環境研究所が本年8月に発表した一日に必要な量の

ビタミンDを体内で作るのに適した日光浴の時間の推定では、12月

の晴天の正午では、日射量が緯度の増加に伴って減少するため、那

覇市で8分間、つくば市で22分間、札幌市では76分間、日光を浴び

る必要があるという結果がでている。太陽光を少しでも多く浴びる

ために、スキー授業等、冬季に屋外における活動を小学校のグラウ

ンドで行っても、現状の案による開発が行われると、小学生は太陽

光を直接浴びることがまったくできない。さらに、小学校に入学し

た生徒は、卒業までの６年間の期間を、高層ビルが隣接することに

起因する圧迫感を絶えず受けながら過ごすことになる。このような

身体的および心理的に負の効果を小学生に与えることは、いかなる

経済性の論理をもってしても正統化されるものではない。これらの

健康被害に加え、教育活動への影響や制限が生じることは言うまで

もない。  

 法律に定められていないためか、準備書の環境評価にはまったく

記載がないが、本来、なされなくてはいけないのは、公共性の高い

活動に対する影響の評価であり、その公表である。本開発の場合、

日照の制限を含む影響を受けることによる小学生に対する影響、な

らびに小学校における教育に対する影響を考える必要がある。その

ため、少なくとも医学、教育学ならびに心理学の学識経験者に意見

を求めるべきである。また、本開発の最大の損害を被る小学校の教

職員を含む関係者に対し、想定される被害の説明とそれに関する意

見表明の機会が与えられ、その内容が市民に対して公表されるべき

である。今後、長期にわたり、相当数の市民が子供の就学を通じて

関わることになる小学校に対して著しい問題が生じることが、被害

者となる市民に対して十分に周知されているとは言えず、その点に

おいても大きな問題がある事案である。  

 本開発には一定の経済効果があるものと推察されるが、それは

主に開発に関わる業者にとっての利益であり、大多数の市民にとっ

てその効果は一過的なものにすぎない。一方、小学校は、今後の札

幌市、我が国、ならびに世界の未来に貢献する人材を輩出する教育

機関である。長期的な視野に立てば、この開発が負の遺産となるこ

とは自明である。本計画を撤回し、全面的な見直しを行うことが必

要であると考える。 

日照阻害について、当地区を含む札

幌駅北口周辺は商業地域となってお

り、日影の規制はありませんが、学校

に隣接するという状況に配慮し、設計

に当っては高層棟を二つに分割し、建

物をスリム化することで、その影響を

できる限り抑える計画としています。

また、建物が建設されても、健康維持

に必要となる十分な日射は確保される

と想定しており、大きな影響はないも

のと考えています。 

圧迫感については、できるだけ圧迫

感を与えないよう、高層棟のスリム化

やコーナー部を丸めることで、ボリュ

ーム感を抑える計画としています。 

 

 


